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［はじめに］近年、エネルギー問題や環境問題への対策の一環として太陽電池が注目されている。

我々は図 1(a)のような構造を用いて太陽光の変換効率を高める事が出来るフォトンフォトキャリ

ア直交型太陽電池について研究を行っている[1,2]。上記の太陽電池に用いる二次元導波路につい

て、①二次元面に対し様々な角度で入射する光を導波路に対して垂直に入射させ、②この垂直入

射した光の伝播方向を水平方向へ変換し、③太陽電池との結合部分での伝播光の反射を抑えると

いう三つを目標としている。ここでは②に関して述べる。 

［解析］解析にはサイバネット社の ModePROPというプログラムを用いて最適な導波路構造の検証

を行った。図 1(b)に示す導波路構造はスラブ型導波路とその下部に取り付けた周期 2.00μm の屈

折率変調構造から成る。スラブ型導波路は大きさが横幅 160μm、厚さ 5.00μm であり、屈折率 1.33

の樹脂を材料に仮定した。また屈折率変調構造は高さ 0.7692μm、幅 1.00μm の“下駄の歯”が周

期的に並んだ構造で、屈折率 1.65 の樹脂を材料に仮定した。この屈折率変調構造は垂直入射した

光が通るとπの奇数倍の位相シフトが生じるよう設定する。こうして入射光の伝播方向を垂直方

向から水平方向へ変える事を試みた。 

［結果］図 1(b)は導波路下部から光を周期構造部分に垂直に入射させた時の光の伝播を示したも

のである。周期構造に 

垂直入射した光が水平方向へ伝播している。しかしながら、まだ波長選択性が強く、水平方向に

導波出来ているのは、特定の波長域（2.10μm～2.25μm）に留まっているため、屈折率変調構造を

複数埋め込んだ構造等により導波可能な波長範囲を広げることが今後の課題である。 

 

図 1. 導波路による光の伝播方向変換 (a) 導波路結合フォトンフォトキャリア直交型マルチストライプ半導体太

陽電池、 (b) 垂直入射させた光の水平方向伝播 
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